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1 はじめに 
近年 SNS は日常の道具となってきている．とりわ

け，Instagram は 20 代，30 代，の利用率が高い．

Instagram は注目を浴びる投稿を行うための方法が

必ずしも確立されておらず研究の余地があると考え

る．本研究の目的は，高評価（いいね）が付きやす

い投稿をハッシュタグの役割を交えて明らかにする

ことである． 

Instagram におけるハッシュタグの役割を述べる． 

高評価を多く獲得することを目的として，写真を投

稿していると仮定する．高評価を獲得するためには，

コンテンツの質を向上させること，並びに観覧数を

増やすことが考えられる. 

ハッシュタグの役割を示す.被写体や写真技術な

どコンテンツに関連するものは通常フォロワーが主

にコンテンツの質に反応して視聴するが，フォロワー

以外はハッシュタグで検索を行う.すなわち直接コン

テンツを見るわけではない.  

 フォロワー以外の公に向けた投稿をする唯一の

手段がハッシュタグである．したがってどのような

ユーザであっても適切なハッシュタグを利用すること

でより多くのユーザへ，リーチでき,注目を浴びる投

稿ができると考察する．その際のハッシュタグの果た

す成果を検証したい．ハッシュタグを用いたら注目

を浴びるかということを発見的に解明したい．指標と

して高評価数（いいね数）を用いる． 

本研究における試みは，特定のタグが付与され

た投稿情報を取得し，高評価の獲得率が高いもの

を抽出し，それらの投稿写真で利用される頻度が高

いハッシュタグだけを抽出し，分析する．どのような

ハッシュタグを用いたら注目を浴びるかということを

発見的に解明したい．高評価数とハッシュタグの因

果関係を明らかにすることを目的とする． 

2 課題 

高評価数が得られやすいハッシュタグを収集し，

考察する．Instagram で ユーザを獲得すること等を

考えた場合，高評価数をどれだけ得られるかという

こと，高評価数とハッシュタグとの関係等の要素が挙

げられる．人気ユーザになるには，それぞれの因果

関係を明らかにする必要がある. 

上記を踏まえ，次を研究課題とする. 

(1) 実際に効果が高いと想定されるハッシュタグを

定量的な評価（いいね数）で判断する. 

(2)高評価の獲得率が高く，注目を集めるハッシュタ

グ を収集する． 

(1)(2) の結果，予想される利点としてはハッシュタグ

の収集を行った上で,これらを数値化することによっ

て人気ユーザになるための方法が可視化される. 

3 先行研究 

鎌原ら[２]の研究では SNSサービスの発達に伴い，

SNS マーケティングにおける観点から新たなマーケ

ティングツールとしての SNS 利用方法と，インフルエ

ンサーと呼ばれるユーザたちの特徴的な行動の一

端についてマーケティングを主として論じていた． 

ハッシュタグの効果を明らかにすること，そしてイ

ンフルエンサーマーケティングについて議論を深め

ることを目的としている. 

Python を利用し Instagram をスクレイピングした．

鎌原らはハッシュタグ「＃MUJI」を利用し，統計的に

ハッシュタグを収集し統計的に分析した． 

研究成果として，効果の高いハッシュタグが存在

する可能性があると考えられた． 

議論を深めた結果，マーケティング施策として写

真投稿を実行する場合，写真投稿からハッシュタグ

の添付データ取得のサイクルをオートメンション化す

ることでより低コストで精密な結果が得られると考え

られた． 

4 研究仮説 
ハッシュタグを以下のように仮定する. 

(１)高評価数が多い＝注目の高いハッシュタグ 

(２)高評価数が少ない＝注目の低いハッシュタグ 

本研究では(１)≧５００の投稿写真に利用されている

ハッシュタグを選出していく. 
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 本研究では，「効果の高いハッシュタグ」か「効果

の低いハッシュタグ」の 2種類に分類するニューラル

ネットワークの設計を図２に示す. 

 Word２Vec 手法を用いて，（１）≧５００の投稿写真

のハッシュタグ 10 個を収集し，python でベクトル化

し，写真と共に入力する.高評価数が５００以上と１５

０以下で分類し，「効果の高いハッシュタグ」か「効果

の低いハッシュタグ」を出力データとする.ハッシュタ

グを解明できると考察する. 

 

 

図 1 ニューラルネットワークの構成 

 

5 データ収集方法 
「いいね」の獲得率が高いハッシュタグを収集す

る目的のもと，Instagram Graph API と GAS（Google 

Apps Script）を使用してデータ収集を進める． 

 

以下のステップに従い，収集を行う． 

① Facebook, Instagram のユーザ登録 

② Facebook, Instagram のビジネスアカウント取得 

③ Instagram Graph API の取得 

④ GAS（Google Apps Script）と Google スプレッド

シートを利用し，データを収集し記録する． 

⑤ 高評価数≧５００の投稿写真に利用されている

ハッシュタグを順に選出していく． 

以上の方法により，Instagram Graph API と GAS

（Google Apps Script）を使用し,高評価数の獲得率

が高いハッシュタグのデータ解析を行う． 

6  データ収集結果 
Instagram Graph API と GAS（Google Apps Script）

を使用し，高評価数の獲得率が高いハッシュタグの

データ収集を行った．今回は＃マキアートというハッ

シュタグを用い，データ解析を行った.上位 50件のう

ち 21 件が高評価数≧500 であり，注目の高い投稿

であると判断した.21 件の投稿のハッシュタグを収集

した結果が表１の A となる. 

 

表 1 収集したハッシュタグ 

 
 

高評価数≦150 である投稿は上位 50 件のうち下

位 10 件であり，注目の低い投稿であると判断した．

10 件の投稿のハッシュタグを収集した結果が表１の

B となる． 

 

本研究では高評価数とハッシュタグ,投稿写真を

Instagram から抽出し，高評価数の多い順にソートし，

データを収集することができた．写真を CNNに入れ

てベクトル化することで解明できる準備ができた．  

7 おわりに 

Instagram は画像主体の SNSである．投稿を希望

する写真が存在する前提の下で，ユーザが投稿し

ている．よって，画像解析技術を利用した研究が必

要となる．今後は画像解析技術を利用した研究を

行っていきたい. 
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